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はじめに

「はじめに」の内容は次のとおりです。

• マニュアルの変更履歴, v ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, v ページ

マニュアルの変更履歴
表 1に、初版後、このマニュアルに加えられた技術的な変更の履歴を示します。

表 1：マニュアルの変更履歴

変更点日付

このマニュアルの初版2015年 12月

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
の詳細については、『What'sNew inCiscoProductDocumentation』を参照してください。このドキュ
メントは、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.htmlから入手できます。

『What's New in Cisco Product Documentation』では、シスコの新規および改訂版の技術マニュアル
の一覧を、RSSフィードとして購読できます。また、リーダーアプリケーションを使用して、コ
ンテンツをデスクトップに配信することもできます。RSSフィードは無料のサービスです。
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パケット分類コマンド

この章では、QoSパケットの分類に使用するコマンドについて説明します。

パケット分類の概念、設定作業、および例の詳細については、『ModularQoSConfigurationGuide
for Cisco NCS 5000 Series Routers』の「Configuring Modular QoS Service Packet Classification」の章
を参照してください。

• class (policy-map), 2 ページ

• class-map, 4 ページ

• conform-action, 6 ページ

• end-class-map, 8 ページ

• end-policy-map, 9 ページ

• exceed-action, 10 ページ

• match access-group, 12 ページ

• match cos, 14 ページ

• match dscp, 16 ページ

• match mpls experimental topmost, 19 ページ

• match precedence, 21 ページ

• match protocol, 24 ページ

• match qos-group, 26 ページ

• service-policy, 28 ページ

• set cos (outer), 30 ページ

• set dscp, 32 ページ

• set qos-group, 34 ページ

• show qos summary, 36 ページ
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class (policy-map)
ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定するには、ポリシーマップコンフィギュレー

ションモードで classコマンドを使用します。クラスをポリシーマップから削除するには、この
コマンドの no形式を使用します。

class [type qos] {class-name| class-default}

no class [type qos] {class-name| class-default}

___________________
構文の説明

（任意）Quality of Service（QoS）クラスを指定します。type qos

ポリシーを設定または変更するクラスの名前です。class-name

デフォルトクラスを設定します。class-default

___________________
コマンドデフォルト クラスの指定はありません。

タイプを指定しないと QoSになります。

___________________
コマンドモード ポリシーマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン ポリシーマップ内で、作成または変更するクラスの名前を指定するには、class (policy-map)コマ

ンドを使用できます。ポリシーマップを最初に指定する必要があります。

ポリシーマップを指定する（および必要なポリシーマップモードを開始する）には、class
(policy-map)コマンドを使用する前に、policy-mapコマンドを使用します。ポリシーマップを指
定したあとは、新しいクラスのポリシーを設定したり、そのポリシーマップ内の既存のクラスの

ポリシーを変更できます。

ポリシーマップで指定したクラス名は、class-mapコマンドを使用して設定したとおりに、その
クラスの特性、つまり、ポリシーをクラスマップとその一致基準に関連付けます。
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適合および超過アクションを示すカラーブラインドモードのシングルレート 2カラーは、入力方
向でサポートされています。

CiscoNCS 5001ルータおよびCiscoNCS 5002ルータで出力ポリシーに 8つのすべての qos-group
クラス（クラスのデフォルトを含む）を設定する必要があります。

（注）

デフォルトのクラスを設定するには、class-defaultキーワードを使用します。これは予約名であ
り、ユーザ定義クラスでは使用できません。このキーワードは、クラスが設定されていない場合

であっても、ポリシーマップ（タイプ qos）に常に追加されます。たとえば、次の設定は、クラ
スが設定されていなくても、実行コンフィギュレーションで「class class-default」が表示されるこ
とを示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map pm1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# end-policy-map
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# end
!
RP/0/RP0/CPU0:router# show running-config
!
policy-map pm1
class class-default
!
end-policy-map
!

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、policy-inというポリシーマップを作成する例を示します。このポリシーマップは、policer

class1トラフィック 30 %、デフォルトクラストラフィック 20 %に定義されています。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# class-map class1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# match precedence 3
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map policy-in
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1...
RP/0/RP0/CPU0:routerconfig-pmap-c)# police rate percent 30
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class class-default
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate percent 20

デフォルトクラスは、class1に対して設定されている一致基準を満たさないパケットに使用され
ます。class1は policy1で使用する前に定義しておく必要がありますが、デフォルトクラスは、シ
ステムで暗黙に定義されているため、ポリシーマップで直接使用できます。
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class-map
トラフィッククラス、およびパケットをクラスに対応させる関連付けられたルールを定義するに

は、XRコンフィギュレーションモードで class-mapコマンドを使用します。既存のクラスマッ
プをルータから削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

class-map [type [traffic | qos]] [match-all] [match-any] class-map-name

no class-map [type [traffic | qos]] [match-all] [match-any] class-map-name

___________________
構文の説明

（任意）Quality of Service（QoS）のクラスマップを指定します。type qos

（任意）トラフィックタイプのクラスマップを指定します。traffic

（任意）すべての一致基準での一致を指定します。match-all

（任意）いずれかの一致基準での一致を指定します。これはデフォルトで

す。

match-any

クラスマップのクラスの名前です。クラス名は、クラスマップに使用され

るだけでなく、ポリシーマップでクラスにポリシーを設定するためにも使

用されます。クラス名には最大63文字を使用できますが、英数字で開始す
る必要があります。英数字以外に次の文字を使用できます。_ @ $ % + | # :
; - =

class-map-name

___________________
コマンドデフォルト タイプを指定しないと QoSになります。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン class-mapコマンドは、クラスマップの一致基準を作成または変更するクラスの名前を指定しま

す。このコマンドを使用すると、クラスマップコンフィギュレーションモードがイネーブルに

なります。このモードで matchコマンドを入力することによって、このクラスの一致基準を設定
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できます。インターフェイスに着信したパケットは、クラスマップに設定されている一致基準と

照らし合わせて検査され、パケットがそのクラスに属しているかどうかを判定されます。

CiscoNCS 5001ルータおよびCiscoNCS 5002ルータで出力ポリシーに 8つのすべての qos-group
クラス（class-defaultを含む）を設定する必要があります。1つのクラスマップが1つのqos-group
にのみ一致します。

（注）

次のコマンドは、入力方向のクラスマップ一致基準に使用できます。

• match access-group

• match[not]cos

• match[not]dscp

• match[not]mpls experimental topmost

• match [not] precedence

• match precedence

• match [not] protocol

出力方向のクラスマップ一致基準に使用するコマンドは次のとおりです。

• match[not]qos-group

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、クラスの名前に class1を指定して、このクラスのクラスマップを定義する例を示します。

access list 1に一致するパケットが、クラス class1と照合されます。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# class-map class1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# match access-group ipv4 1
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conform-action
レート制限に適合したパケットに対して実行するアクションを設定するには、ポリシーマップポ

リシングコンフィギュレーションモードで conform-actionコマンドを使用します。適合アクショ
ンをポリシーマップから削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

conform-action [drop| set options| transmit]

no conform-action [drop| set options| transmit]

___________________
構文の説明

（任意）パケットをドロップします。drop

（任意）指定したパケットのプロパティを設定します。optionsに次のいずれか
のキーワードまたはキーワード引数を指定します。

• cosvalue：サービス値のクラスを設定します。指定できる範囲は、0～ 7
です。

• dscpvalue：DiffServコードポイント（DSCP）値を設定し、パケットを送
信します。指定できる範囲は、0～ 63です。

• qos-groupvalue：QoSグループ値を設定します。範囲は 1～ 7です。

setoptions

（任意）パケットを送信します。transmit

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、レート制限に準拠するパケットにアクションが設定されていない場合、パケッ

トは送信されます。

___________________
コマンドモード ポリシーマップポリシングコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン トラフィックポリシング機能の詳細については、police rate, （42ページ）コマンドを参照してく

ださい。
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conform-actionコマンドを使用すると、各ポリサーアクションに少なくとも 2セットのアクショ
ンを設定できます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、トラフィックポリシングを設定して、レート制限に適合するパケットに DSCPビットを設

定するMPLSの例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# class-map class1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# match mpls experimental topmost 1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map policy-in
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 100 mbps burst 2 kbytes
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# conform-action set dscp 1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# conform-action set qos-group 1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/1/0/9
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if) service-policy input policy-in

Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けモジュラ QoS のコマンドリファレンス
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end-class-map
クラスの一致基準の設定を終了し、クラスマップコンフィギュレーションモードを終了するに

は、クラスマップコンフィギュレーションモードで end-class-mapコマンドを使用します。

end-class-map

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、クラスマップの設定を終了し、クラスマップコンフィギュレーションモードを終了する

例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# class-map class1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# match access-group ipv4 1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# end-class-map

   Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けモジュラ QoS のコマンドリファレンス
8

パケット分類コマンド

end-class-map



end-policy-map
ポリシーマップの設定を終了し、ポリシーマップコンフィギュレーションモードを終了するに

は、ポリシーマップコンフィギュレーションモードで end-policy-mapコマンドを使用します。

end-policy-map

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、ポリシーマップの設定を終了し、ポリシーマップコンフィギュレーションモードを終了

する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 250
...
...
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class class7
...
...
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# end-policy-map

Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けモジュラ QoS のコマンドリファレンス
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exceed-action
レート制限を超過したパケットに対して実行するアクションを設定するには、ポリシーマップポ

リシングコンフィギュレーションモードで exceed-actionコマンドを使用します。超過アクショ
ンをポリシーマップから削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

exceed-action [drop| set options| transmit]

no exceed-action [drop| set options| transmit]

___________________
構文の説明

（任意）パケットをドロップします。drop

指定したパケットのプロパティを設定します。optionsに次のいずれかのキー
ワードまたはキーワード引数を指定します。

• cosvalue：サービス値のクラスを設定します。指定できる範囲は、0～ 7
です。

• dscpvalue：DiffServコードポイント（DSCP）値を設定し、パケットを送
信します。指定できる範囲は、0～ 63です。

• qos-groupvalue：QoSグループ値を設定します。範囲は 1～ 7です。

setoptions

（任意）パケットを送信します。transmit

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、レート制限を超えるパケットにアクションが設定されていない場合、パケット

はドロップされます。

___________________
コマンドモード ポリシーマップポリシングコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン トラフィックポリシング機能の詳細については、police rate, （42ページ）コマンドを参照してく

ださい。
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exceed-actionコマンドを使用すると、各ポリサーアクションに少なくとも 2セットのアクション
を設定できます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、トラフィックポリシングを設定し、レート制限を超過しているインターフェイス TenGigE

0/7/0/0のトラフィックをドロップするMPLSの例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# class-map class1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# match mpls experimental topmost 0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1...
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 250 kbps burst 50
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exceed-action drop
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/7/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if) service-policy input policy1
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match access-group
指定したアクセスコントロールリスト（ACL）番号をクラスマップの一致基準として識別する
には、クラスマップコンフィギュレーションモードで match access-groupコマンドを使用しま
す。

match access-group {ipv4| ipv6} access-group-name

___________________
構文の説明

照合する IPv4アクセスグループの名前を指定します。ipv4

照合する IPv6アクセスグループの名前を指定します。ipv6

パケットが特定のクラスに属するかどうかを判定するために検査する対

象の一致基準として内容を使用する ACL。
access-group-name

___________________
コマンドデフォルト クラスマップの一致基準として IPv6または IPv4のいずれも指定しない場合は、デフォルトで

IPv4アドレス指定が使用されます。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン クラスベースの機能（マーキングやポリシングなど）の場合は、ACLおよびインターフェイスを

含め、一致基準に基づいてトラフィッククラスを定義します。クラスの一致基準を満たすパケッ

トは、そのクラスのトラフィックの一部となります。

match access-groupコマンドは、クラスマップで指定されたクラスに属しているかどうかを確認
するパケットに対してその内容が一致基準として使用される ACLを指定します。

match access-groupコマンドは、入力方向についてのみサポートされます。

match access-groupでサポートされていない一致基準は、TTLでの一致です。

対応するACLに SYN、ACK、FINなどの TCPフィールドがあるアクセスコントロールエントリ
はサポートされていません。
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match access-groupコマンドを使用するには、最初に class-mapコマンドを入力し、一致基準を確
立するクラスの名前を指定する必要があります。1つのmatchステートメントで、最大8つの IPv4
および IPv6 ACLを指定できます。

IPv4ヘッダーおよび IPv6ヘッダーのパケット長または TTL（パケット存続時間）に基づく QoS
分類はサポートされていません。

ACLリストをクラスマップ内で使用すると、ACLの拒否アクションが無視され、トラフィック
は指定された ACL一致パラメータに基づいて分類されます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、map1というクラスマップを指定し、このクラスの一致基準としてmap1を使用するように

設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# class-map map1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# match access-group ipv4 map1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# match access-group ipv6 map2

Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けモジュラ QoS のコマンドリファレンス
13

パケット分類コマンド

match access-group



match cos
指定したサービスクラス（CoS）値をクラスマップの一致基準として識別するには、クラスマッ
プコンフィギュレーションモードでmatch cosコマンドを使用します。指定した CoSクラス値を
クラスマップの一致基準から削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match [not] cos {cos-value [cos-value1 ... cos-value7]}

no match [not] cos {cos-value [cos-value1 ... cos-value7]}

___________________
構文の説明

（任意）指定した一致結果を否定します。not

0～ 7の正確な値を指定する識別子。パケットに一致する CoS IDを 8つ
まで指定できます。

cos-value

___________________
コマンドデフォルト 一致基準が指定されていません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン match cosコマンドは、入力方向についてのみサポートされます。

matchcosコマンドは、クラスマップで指定されたクラスに属しているかどうかを確認するパケッ
トに対して一致基準として使用される QoSを指定します。

match cosコマンドを使用するには、最初に class-mapコマンドを入力し、一致基準を確立するク
ラスの名前を指定する必要があります。クラスマップに複数の match cosコマンドを指定した場
合は、後続の一致ステートメントの値が最初の match cosコマンドに追加されます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos
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___________________
例 次に、policy-inというサービスポリシーを設定し、サービスポリシー policy-inをインターフェイ

ス TenGigE 0/7/0/0に追加する例を示します。次に、クラスマップ cos146がサービスパケットの
すべての値、1、4、または 6を評価する例を示します。着信パケットがこれらの CoSのいずれか
の値でマーキングされている場合、トラフィックは 300 Mbpsでポリシングされます。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# class-map cos146
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# match cos 1 4 6
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map policy-in
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class cos146
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 300 mbps
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-police)#exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/7/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# service-policy input policy-in
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match dscp
特定の IP DiffServコードポイント（DSCP）値をクラスマップの一致基準として識別するには、
クラスマップコンフィギュレーションモードで match dscpコマンドを使用します。DSCP値を
クラスマップから削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match [not] dscp {[ipv4| ipv6] dscp-value [dscp-value1 ... dscp-value7] | [min-value - max-value]}

no match [not] dscp {[ipv4| ipv6] dscp-value [dscp-value1 ... dscp-value7] | [min-value - max-value]}

___________________
構文の説明

（任意）指定した一致結果を否定します。not

（任意）IPv4 DSCP値を指定します。ipv4

（任意）IPv6 DSCP値を指定します。ipv6

正確な値または値の範囲を指定する IP DSCP値 ID。範囲は 0～ 63です。
最大8個の IPDSCP値をパケットの照合に指定できます。数値の代わりに、
予約済みキーワードも指定できます。表 2：IP DSCP予約済みキーワード,
（17ページ）に、予約済みキーワードを示します。

dscp-value

照合する DSCP範囲の下限値。指定できる値の範囲は 0～ 63です。min-value

照合する DSCP範囲の上限値。指定できる値の範囲は 0～ 63です。max-value

___________________
コマンドデフォルト IPバージョン 4（IPv4）および IPv6パケットでのマッチングがデフォルトです。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン match dscpコマンドは、入力方向についてのみサポートされます。最小値は 0で、最大値は 63で

す。最大許容値は 64です。
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matchcosコマンドは、クラスマップで指定されたクラスに属しているかどうかを確認するパケッ
トに対して一致基準として使用される DSCP値を指定します。

match dscpコマンドを使用するには、最初に class-mapコマンドを入力し、一致基準を確立する
クラスの名前を指定する必要があります。

IP DSCP値は、一致基準としてだけ使用されます。値に数学的意味はありません。たとえば、IP
DSCP値 2が 1より大きいわけではありません。値が示すのは、IP DSCP値 2がマーキングされた
パケットと IPDSCP値1がマーキングされたパケットの扱いが異なることだけです。これらのマー
キングされたパケットの処理は、ユーザがポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドでポリシーを設定して定義します。

表 2：IP DSCP 予約済みキーワード

予約済みキーワードDSCP 値

default0

AF1110

AF1212

AF1314

AF2118

AF2220

AF2322

AF3126

AF3228

AF3330

AF4134

AF4236

AF4338

EF46

CS18

CS216

CS324

CS432
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予約済みキーワードDSCP 値

CS540

CS648

CS756

ipv4 dscpipv4

ipv6 dscpipv6

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、policy-inというサービスポリシーを設定し、サービスポリシー policy-inをインターフェイ

ス TenGigE 0/7/0/0に追加する例を示します。次の例では、クラスマップ dscp14が IP DSCP値 14
に対して、入力されるすべてのパケットを評価します。着信パケットが IPDSCP値 14でマーキン
グされていた場合、トラフィックは 300 Mbpsでポリシングされます。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# class-map dscp14
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# match dscp ipv4 14
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map policy-in
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class dscp14
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)#police rate 300 mbps
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)#exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)#exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/7/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# service-policy input policy-in
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match mpls experimental topmost
最上位のマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ラベル内にある特定の 3ビット
experimental（EXP）フィールド値をクラスマップの一致基準として識別するには、クラスマップ
コンフィギュレーションモードで match mpls experimental topmostコマンドを使用します。EXP
フィールド値をクラスマップから削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match [not] mpls experimental topmost exp-value [exp-value1 ...exp-value7]

no match [not] mpls experimental topmost exp-value [exp-value1 ...exp-value7]

___________________
構文の説明 notnot

0～ 7の正確な値を指定する EXP値。MPLSヘッダーに一致する EXP
値を 8つまで指定できます。

exp-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン match mpls experimental topmostコマンドは、入力方向についてのみサポートされます。最小値

は 0で、最大値は 7です。最大許容値は 8です。

match mpls experimental topmostは、MPLSパケット上で照合するMPLS EXP値を識別するため
にクラスマップで使用されます。

matchmpls experimental topmostコマンドを使用するには、最初に class-mapコマンドを入力し、
一致基準を確立するクラスの名前を指定する必要があります。複数の match mpls experimental
topmostコマンドをクラスマップに指定した場合は、新しい値が既存の matchステートメントに
追加されます。

このコマンドでは、MPLSパケットの最上位ラベルに含まれる 3つの EXPビットを調べます。1
つの matchステートメントで、最大 8つの EXP値を照合できます。たとえば、match mpls
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experimental topmost 2 4 5 7は、EXP値が 2、4、5、および 7についての一致を返します。一致す
ると見なされるために必要な値は、4つのうちのいずれかだけです（OR演算）。

EXP値は、一致基準としてだけ使用されます。値に数学的意味はありません。たとえば、EXP値
2が 1より大きいわけではありません。値が示すのは、EXP値 2がマーキングされたパケットと
EXP値 1がマーキングされたパケットの扱いが異なることです。これらの異なるパケットの扱い
は、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで、QoSポリシーの設定を使用して
ユーザが定義します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、policy-inというサービスポリシーを設定し、サービスポリシー policy-inをインターフェイ

スに追加する例を示します。次に、クラスマップmplsmap1がMPLSEXP値1に対して、TenGigabit
Ethernet interface 0/1/0/9に着信するすべてのパケットを評価する例を示します。着信パケットが
MPLS EXP値 1でマーキングされていた場合、トラフィックは 300Mbpsでポリシングされます。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# class-map mplsmap1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# match mpls experimental topmost 1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map policy-in
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class mplsmap1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 300 mbps
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-police)#exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)#exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)#exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigabitEthernet 0/1/0/9
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# service-policy input policy-in
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match precedence
IP precedence値を一致基準として識別するには、クラスマップコンフィギュレーションモードで
matchprecedenceコマンドを使用します。precedence値をクラスマップから削除するには、このコ
マンドの no形式を使用します。

match [not] precedence [ipv4| ipv6] precedence-value [precedence-value1 ... precedence-value7]

no match [not] precedence [ipv4| ipv6] precedence-value [precedence-value1 ... precedence-value7]

___________________
構文の説明

（任意）指定した一致結果を否定します。not

（任意）IPv4 precedence値を指定します。ipv4

（任意）IPv6 precedence値を指定します。ipv6

正確な値を指定する IP precedence値 ID。数値の代わりに、予約済みキー
ワードも指定できます。表 3：IP precedence値と名前, （22ページ）に、
予約済みキーワードを示します。

1つのmatchステートメントで、最大 8つの precedence値を照合できます。

precedence-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、IPバージョン 4（IPv4）および IPv6の両方のパケットに一致します。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン match precedenceコマンドは、入力方向についてのみサポートされます。最小値は 0で、最大値

は 7です。最大許容値は 8です。

match precedenceコマンドは、クラスマップで指定されたクラスに属しているかどうかを確認す
るパケットに対して一致基準として使用される precedence値を指定します。
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matchprecedenceコマンドを使用するには、最初に class-mapコマンドを入力し、一致基準を確立
するクラスの名前を指定する必要があります。複数のmatch precedenceコマンドをクラスマップ
に指定した場合は、新しい値が既存のステートメントに追加されます。

match precedenceコマンドは、IPヘッダーのタイプオブサービス（ToS）バイトの上位 3ビット
を確認します。1つのmatchステートメントで、最大 8つの precedence値を照合できます。たとえ
ば、match precedence ipv4 0 1 2 3 4 5 6 7は 0、1、2、3、4、5、6、および 7の IP precedence値の
一致を返します。一致すると見なされるために必要な値は、8つのうちのいずれかだけです（OR
演算）。

precedence値は、一致基準としてだけ使用されます。値に数学的意味はありません。たとえば、
precedence値 2が 1より大きいわけではありません。値が示すのは、precedence値 2がマーキング
されたパケットと precedence値 1がマーキングされたパケットが異なることだけです。これらの
異なるパケットの扱いは、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで、QoSポリ
シーの設定を使用してユーザが定義します。

次の表に IP precedence値の数値と関連付けられた名前を重要度の降順で示します。

表 3：IP precedence 値と名前

名前値

routine0

priority1

immediate2

flash3

flash-override4

critical5

internet6

network7

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、policy-inというサービスポリシーを設定し、サービスポリシー policy-inをインターフェイ

スに追加する例を示します。次に、クラスマップ ipprec5が precedence値 5に対して、TenGigabit
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match precedence



Ethernet interface 0/1/0/9に着信するすべてのパケットを評価する例を示します。着信パケットが
precedence値 5でマーキングされていた場合、トラフィックは 300 Mbpsでポリシングされます。

RP/0/RP0/CPU0:router# configure
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# class-map ipprec5
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# match precedence ipv4 5
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map policy-in
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class ipprec5
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 300 mbps
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigabitEthernet 0/1/0/9
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# service-policy input policy-in
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match protocol
特定のプロトコルをクラスマップの一致基準として識別するには、クラスマップコンフィギュ

レーションモードでmatch protocolコマンドを使用します。プロトコルベースの一致基準をクラ
スマップから削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match [not] protocol {protocol-value [protocol-value1 ... protocol-value7] | [min-value - max-value]}

no match [not] protocol {protocol-value [protocol-value1 ... protocol-value7] | [ min-value - max-value]}

___________________
構文の説明

（任意）指定した一致結果を否定します。not

プロトコル ID。1つの matchステートメントで 1つの protocol-valueの
値（数字と名前の任意の組み合わせ）を照合できます。

protocol-value

照合するプロトコル範囲の下限値。最小値は 0です。min-value

照合するプロトコル範囲の上限値。最大値は 255です。max-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン match protocolコマンドは、入力方向についてのみサポートされます。

トラフィッククラスの定義は、プロトコル、アクセスコントロールリスト（ACL）、入力イン
ターフェイス、QoSラベル、experimental（EXP）フィールド値などの一致基準に基づいています。
クラスの一致基準を満たすパケットは、そのクラスのトラフィックの一部となります。

match protocolコマンドは、クラスマップで指定されたクラスに属しているかどうかを確認する
パケットに対して一致基準として使用されるプロトコルの名前を指定します。下の表に、使用可

能なプロトコル名を示します。
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protocol-value引数はプロトコル番号の範囲をサポートします。クラスを識別した後にmatchprotocol
コマンドを使用して一致基準を設定します。

表 4：プロトコル名と説明

説明名前

Internet Control Message Protocolicmp

Internet Gateway Message Protocoligmp

Open Shortest Path First、ルーティングプロトコ
ル

ospf

Protocol Independent Multicastpim

Transport Control Protocoltcp

User Datagram Protocoludp

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、すべての TCPパケットが class 1に属している例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# class-map class 1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# match protocol tcp
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match qos-group
クラスマップの一致基準として特定のQuality of Service（QoS）グループ値を識別するには、クラ
スマップコンフィギュレーションモードでmatch qos-groupコマンドを使用します。特定のQoS
グループ値をクラスマップの一致基準から削除するには、このコマンドのno形式を使用します。

match [not] qos-group [qos-group-value 1 ... qos-group-value7]

no match [not] qos-group

___________________
構文の説明

（任意）指定した一致結果を否定します。not

1～ 7の厳密値、または 1～ 7の値範囲を指定する QoSグループ値 ID。
1つの matchステートメントで最大 8つの値を入力できます。

qos-group-value

___________________
コマンドデフォルト 一致基準が指定されていません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン match qos-groupコマンドは、出力方向についてのみサポートされます。出力のデフォルトクラ

スは暗黙的に qos-group 0に一致します。最小値は 1で、最大値は 7です。最大許容値は 7です。

match qos-groupは、パケット上でマーキングされている QoSグループを確認するための一致基
準を設定します。1つのクラスマップが 1～ 7のうちの 1つの qos-group値にのみ一致します。1
～ 7の qos-group値は、出力ポートのキュー 1～ 7にマッピングされます。キュー 0は class-default
用に予約されています。

QoSグループ値は、一致基準としてだけ使用されます。値に数学的意味はありません。たとえば、
QoSグループ値 2が 1より大きいわけではありません。値が示すのは、QoSグループ値 2がマー
キングされたパケットと QoSグループ値 1がマーキングされたパケットの扱いが異なることだけ
です。ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで service-policyコマンドを使用し
て、これらのさまざまなパケットの処理を定義します。
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QoSグループの設定は、ローカルルータの範囲に制限されています。通常、QoSグループはロー
カルルータので設定されてローカルおよびルータ上で使用され、グループ IDに基づいて異なる
レベルのサービスを提供します。

出力ポートの 8つのデータトラフィックキューにマッピングするには、出力ポリシーには、7
つの match qos-groupクラスと 1つの class-defaultが含まれている必要があります。

（注）

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、TenGigabit Ethernet interface 0/1/0/9に追加された policy-outというサービスポリシーの例を

示します。この例では、クラスマップ qosgroup5が TenGigabit Ethernet interface 0/1/0/9から発信す
るすべてのパケットについて QoSグループ値 5を確認します。パケットが QoSグループ値 5で
マーキングされていた場合、トラフィックシェーピングは 1 Gbpsです。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# class-map qosgroup5
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# match qos-group 5
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map policy-out
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class qosgroup5
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# shape average 1 gbps
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigabitEthernet 0/1/0/9
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# service-policy output policy-out

The above example is for egress, the user has to configure all the 8 classes.

Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けモジュラ QoS のコマンドリファレンス
27

パケット分類コマンド
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service-policy
ポリシーマップを入力インターフェイスまたは出力インターフェイスに追加し、そのインター

フェイスのサービスポリシーとして使用するには、適切なコンフィギュレーションモードで

service-policyコマンドを使用します。サービスポリシーを入力インターフェイスまたは出力イン
ターフェイスから削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

service-policy {input| output} policy-map

no service-policy {input| output} policy-map

___________________
構文の説明

指定したポリシーマップを入力インターフェイスに付加します。input

指定したポリシーマップを出力インターフェイスに付加します。output

追加するサービスポリシーマップの名前（policy-mapコマンドを使用し
て作成）。

policy-map

___________________
コマンドデフォルト サービスポリシーは指定されていません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 1つのポリシーマップを1つ以上のインターフェイスに対応付けて、そのインターフェイスのサー

ビスポリシーを指定できます。ポリシーマップを構成するクラスポリシーが、そのクラスのク

ラスマップ一致基準を満たすパケットに適用されます。新しいポリシーをインターフェイスに適

用するには、前のポリシーを削除する必要があります。新しいポリシーで既存のポリシーを置き

換えることはできません。

   Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けモジュラ QoS のコマンドリファレンス
28

パケット分類コマンド

service-policy



___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、Bundle-Etherインターフェイス 1および 2に適用するポリシーマップの policy-inの例を示

します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)#interface Bundle-Ether 1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)#service-policy input policy-in
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)#exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface Bundle-Ether 2
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# service-policy output policy-out
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service-policy



set cos (outer)
送信パケットのレイヤ 2サービスクラス（CoS）値を設定するには、ポリシーマップクラスコ
ンフィギュレーションモードで set cosコマンドを使用します。特定の CoS値の設定を削除する
には、このコマンドの no形式を使用します。

set cos cos-value

no set cos cos-value

___________________
構文の説明 0～ 7の特定の IEEE 802.1Q CoS値です。cos-value

___________________
コマンドデフォルト 送信パケットのレイヤ 2 CoS値は設定されていません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン set cosコマンドを使用して、スイッチに送信するパケットをマーキングします。スイッチは、CoS

値のマーキングを含むレイヤ 2ヘッダー情報を利用できます。

set cosコマンドは、入力方向についてのみサポートされます。外部COSの条件付きマーキングと
無条件マーキングの両方がサポートされています。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos
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___________________
例 次に、cos-setというポリシーマップを作成し、異なるサービスクラスに異なる CoS値を割り当

ててから、出力 TenGigEインターフェイス 0/1/0/9に追加する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map cos-set
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1...
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set cos 1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class class2...
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set cos 2
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/1/0/9
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# service-policy input cos-set
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set dscp
タイプオブサービス（ToS）バイト内の IP DiffServコードポイント（DSCP）を設定することで
パケットをマーキングするには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで set
dscpコマンドを使用します。以前に設定した DSCP値を削除するには、このコマンドの no形式
を使用します。

set dscp dscp-value

no set dscp dscp-value

___________________
構文の説明 DSCP値を設定する 0～ 63の番号。数値の代わりに、予約済みキーワードも

指定できます。表 2：IP DSCP予約済みキーワード, （17ページ）に、予約済
みキーワードを示します。

dscp-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン DSCPビットを設定すると、他のQuality ofService（QoS）サービスがビット設定で動作できます。

set dscpは、入力方向についてのみサポートされます。

DSCPの条件付きマーキングと無条件マーキングの両方がサポートされています。

マーキングされたトラフィックには、ネットワークによってプライオリティ（または緊急処理の

タイプ）が設定されます。通常は、ネットワーク（または管理ドメイン）のエッジに DSCP値を
設定します。データはこの DSCP値に基づいてキューイングされます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos
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___________________
例 次に、policy-inというポリシーマップで DSCP ToSバイトが 6に設定されている例を示します。

class1の一致基準を満たすすべてのパケットが DSCP値の 6でマーキングされます。パケットの
マーキング方法はネットワーク設定によって決まります。

RP/0/RP0/CPU0:router (config)# policy-map policy-in
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1...
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set dscp 6
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set qos-group
パケットの Quality of Service（QoS）グループ IDを設定するには、ポリシーマップクラスコン
フィギュレーションモードで set qos-groupコマンドを使用します。特定の QoSグループ値を変
更せずに残すには、このコマンドの no形式を使用します。

set qos-group qos-group-value

no set qos-group qos-group-value

___________________
構文の説明 QoSグループ ID。1～ 7の整数がパケット上でマーキングされま

す。

qos-group-value

___________________
コマンドデフォルト グループ IDは指定されていません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン set qos-groupコマンドは、入力方向についてのみサポートされます。

出力ポートのキューを選択するために、setqos-groupが内部プライオリティとして使用されます。

set qos-groupのアクションによってデフォルトマーキングセクションが上書きされます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

   Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けモジュラ QoS のコマンドリファレンス
34

パケット分類コマンド

set qos-group



___________________
例 次に、MPLS EXPビット 1に一致するパケットについて QoSグループを 5に設定する例を示しま

す。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# class-map class1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# match mpls experimental topmost 1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map policy-in
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1...
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# set qos-group 5
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/1/0/9
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# service-policy input policy-in
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show qos summary
QoSの要約を表示するには、XR EXECモードで show qos summaryコマンドを使用します。

show qos summary {police {interface type instance| location node-location}| policy policy-name {interface
type instance| location node-location}| queue {interface type instance| location node-location}} {input|
output} [ locationnode-location]

___________________
構文の説明

ポリサーインターフェイス統計情報を表示します。police

ポリシーを識別する文字列。policypolicy-name

キューの統計情報を表示します。queue

インターフェイスのタイプとインスタンス。詳細については、疑

問符（?）オンラインヘルプ機能を使用してください。
interfacetypeinstance

場所を完全修飾で指定します。locationnode-location

指定したポリシーマップを入力インターフェイスに表示します。input

指定したポリシーマップを出力インターフェイスに表示します。output

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、インターフェイス TEnGigE 0/0/0/9の QoS要約キューの結果の例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show qos summary queue interface TEnGigE 0/0/0/9 output
Wed Nov 25 12:13:21.769 UTC
Legend:
=======
1. Queue ID is displayed in HEX.
2. A '*' against Queue ID means class does not own the queue.
3. Length, Transmit and Drop are the queue statistics.

Policy:Class QueueID Length Transmit Drop Idle_ts
TenGigE0/0/0/9
qos
:qos1 51 0 0 0
00:00:00
qos
:qos2 52 0 0 0
00:00:00
qos
:qos3 53 0 0 0
00:00:00
qos
:qos4 54 0 0 0
00:00:00
qos
:qos5 55 0 0 0
00:00:00
qos
:qos6 56 0 0 0
00:00:00
qos
:qos7 57 0 0 0
00:00:00
qos
:class-default 50 0 0 0
00:00:00

次に、インターフェイス TenGigE 0/0/0/5のポリサーインターフェイス統計情報の例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show qos summary police interface TenGigE 0/0/0/5 input
Wed Nov 25 12:10:06.521 UTC
Legend:
=======
1. Policer ID is displayed in HEX.
2. A '*' against the counter means the action is drop.
3. Conform displays match counter for non-policer leaf.

Policy:Class PoliceID Conform Exceed Violate
TenGigE0/0/0/5
policer
:class-default 106 1456 1657* 0*
RP/0/RP0/CPU0:ios#
RP/0/RP0/CPU0:ios#show run policy-map policer
Wed Nov 25 12:10:20.603 UTC
policy-map policer
class class-default
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police rate 1 gbps burst 200 kbytes
!
!
end-policy-map
!
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輻輳管理コマンド

この章では、輻輳を管理するために使用するコマンドについて説明します。

輻輳管理の概念、設定作業、および例については、『Modular QoS Configuration Guide for Cisco
NCS 5000 Series Routers』の「Configuring Modular QoS Congestion Management」の章を参照してく
ださい。
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• police rate, 42 ページ

• policy-map, 45 ページ

• priority（QoS）, 47 ページ

• shape average, 49 ページ

• show policy-map interface, 51 ページ

• show policy-map targets, 56 ページ

• show qos-ea interface, 58 ページ

• show qos interface, 61 ページ

Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けモジュラ QoS のコマンドリファレンス
39



bandwidth remaining
残った帯域幅をさまざまなクラスに割り当てる方法を指定するには、ポリシーマップクラスコ

ンフィギュレーションモードで bandwidth remainingコマンドを使用します。システムのデフォ
ルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

bandwidth remaining [percent percentage-value| ratio ratio-value]

no bandwidth remaining [percent percentage-value| ratio ratio-value]

___________________
構文の説明

使用可能な帯域幅に対する絶対的な割合に基づいて、保証された帯

域幅を指定します。範囲は 1～ 100です。
percentpercentage-value

帯域幅比率の値に基づいて、保証された帯域幅の量を指定します。

範囲は 1～ 127です。
ratioratio-value

___________________
コマンドデフォルト 帯域幅は指定されていません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 特定のクラスに帯域幅を相対的に割り当てるにはbandwidth remainingコマンドを使用しますが、

予約済みの帯域幅容量がありません。

帯域幅余剰比率、またはパーセンテージは、出力キューの重みに直接換算されます。

帯域幅余剰比率と帯域幅余剰パーセンテージは、一緒に設定できません。

出力ポリシーには、デフォルトを含めて 8つのクラスマップが必要です。このコマンドは、
出力方向についてのみ、サポートされています。

（注）
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、出力ポリシーのすべてのクラスに残されている帯域幅の例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router show run policy-map qos

Wed Nov 25 12:13:33.250 UTC
policy-map qos
class qos1
bandwidth remaining ratio 20
!
class qos2
bandwidth remaining ratio 10
!
class qos3
bandwidth remaining ratio 10
!
class qos4
bandwidth remaining ratio 30
!
class qos5
bandwidth remaining ratio 10
!
class qos6
bandwidth remaining ratio 10
!
class qos7
bandwidth remaining ratio 10
!
class class-default
bandwidth remaining ratio 5
!
end-policy-map
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police rate
トラフィックポリシングを設定し、ポリシーマップポリシングコンフィギュレーションモード

を開始するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで police rateコマンド
を使用します。トラフィックポリシングを設定から削除するには、このコマンドの no形式を使
用します。

no police rate{value [ units ]| percent percentage | per-thousand value | per-millionvalue} [burst burst-size
[ burst-units ]]

___________________
構文の説明 Committed information rate（CIR;認定情報速度）。範囲は 1～ 4294967295

です。

value

（任意）CIRの測定単位。値は次のとおりです。

• bps：1秒あたりのビット数（デフォルト）

• gbps：1秒あたりのギガビット数

• kbps：1秒あたりのキロビット数

• mbps：1秒あたりのメガビット数

• pps：1秒あたりのパケット数

units

CIRの割合としてポリシングレートを指定します。範囲は1～100です。
このキーワードの使用方法の詳細については、使用上のガイドラインを参

照してください。

percentpercentage

リンク帯域幅 1000あたりの認定情報レートを指定します。per-thousandvalue

リンク帯域幅 100万あたりの認定情報レートを指定します。per-millionvalue

（任意）バーストサイズを（指定した burst-unitsで）指定します。範囲
は 1～ 4294967295です。

burstburst-size
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（任意）バースト値の測定単位。値は次のとおりです。

• bytes：バイト数（デフォルト）

• gbytes：ギガバイト数

• kbytes：キロバイト数

• mbytes：メガバイト数

• ms：ミリ秒数

• us：マイクロ秒数

• packets：パケット数

burst-units

___________________
コマンドデフォルト データのフローの制限はどのインターフェイスにも適用されません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン police rateは、IPパケットの DSCP、外部 CoSおよび QoSのグループを設定できます。

ポリシングは入力方向についてのみ適用することができます。

処理キーワードで設定されたパラメータは、ハードウェアで端数が丸められます。ハードウェア

にプログラムされている実際の値を確認するには、show qos interfaceコマンドを使用します。

police rateコマンドの場合、percentキーワードは次のように解釈されます。

• 1レベルポリシーの場合、percentはリンクレートのパーセンテージとして CIRを指定しま
す。たとえば、police rate percent 35コマンドは、リンクレートの 35 %として CIRを設定し
ます。

設定値は、トラフィックに適用されたレイヤ2のカプセル化を考慮します。これは、入力ポリ
シングに適用されます。

（注）
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バーストレートを設定しなかった場合は、CIR値の 100 msec相当に自動的に設定されます。たと
えば、CIR値として 1,000,000 kbpsを入力した場合、バースト値は 12,500,000バイトと計算されま
す。

最適なパフォーマンスを得るには、ポリサーを定義するときに次の公式を使用してバーストレー

トを計算します。

認定バースト（Bc）= CIR bps x (1バイト/8ビット) × 100 ms

たとえば、CIR = 2,000,000 bpsの場合、バースト値は 2,000,000 bps × (1/8) × 100 ms × (1/1000) =
25,000バイトと計算されます。

詳細については、『ModularQoSConfigurationGuide forCiscoNCS5000 Series Routers』の「Committed
Bursts and Excess Bursts」の章を参照してください。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、TenGigEインターフェイス 0/1/0/9から送信されるすべてのパケットについて、トラフィッ

クポリシングを平均レートが 250 kbps、通常のバーストサイズが 50バイトで設定するMPLSの
例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# class-map class1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# match mpls experimental topmost 0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map policy1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1...
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 250 kbps burst 50
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)#conform-action set qos-group 4
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/1/0/9
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if) service-policy input policy1

次に、TenGigEインターフェイス 0/1/0/9から送信されるクラスマップ class1のすべてのパケット
について、トラフィックポリシングを平均レートが200kbps、通常のバーストサイズが50パケッ
トで設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map pps-1r2c
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 200 pps burst 50 packets
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# exit

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/1/0/9
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if) service-policy input policy1
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policy-map
1つ以上のインターフェイスに対応付けることができるポリシーマップを作成または修正するに
は、XRコンフィギュレーションモードで policy-mapコマンドを使用します。ポリシーマップを
削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

policy-map [type qos] policy-name

no policy-map [type qos] policy-name

___________________
構文の説明

（任意）サービスポリシーのタ

イプを指定します。

type qos

（任意）Quality of Service
（QoS）のポリシーマップを指
定します。

qos

ポリシーマップ名です。policy-name

___________________
コマンドデフォルト ポリシーマップは設定されない限り存在しません。ポリシーマップはインターフェイスに適用さ

れるため、ポリシーマップが作成されるまで任意のインターフェイスにデータフローの制限は適

用されません。

タイプを指定しないと QoSになります。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン policy-mapコマンドを使用して、作成、追加、または修正するポリシーマップの名前を指定して

から、クラスマップで一致基準が定義されているクラスのポリシーを設定します。policy-mapコ
マンドを入力すると、ポリシーマップコンフィギュレーションモードが開始します。このモー

ドで、そのポリシーマップのクラスポリシーを設定または修正できます。
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出力を分類するため、class-defaultを含む 8つのクラスすべてを設定する必要があります。

クラスポリシーをポリシーマップ内で設定できるのは、クラスに一致基準が定義されている場合

だけです。class-mapコマンドと matchコマンドを使用して、クラスの一致基準を設定します。1
つのポリシーマップで最大 2048のクラスを設定できるため、ポリシーマップには、2048を超え
るクラスポリシーは含まれていません。ポリシーあたりの最大クラス数の 2048には、暗黙的な
デフォルトクラスが含まれています。サポートされているポリシーマップの最大数は2048です。

単一のポリシーマップを複数のインターフェイスに同時に対応付けることができます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次の例では、policy-inというポリシーを作成し、そのポリシーマップに含まれている 2つのクラ

スポリシーを設定します。ポリシーマップは、class1と、設定した一致基準を満たさないパケッ
トが転送されるデフォルトクラス（class-default）のポリシー仕様を含むように定義されていま
す。Class1は、アクセスコントロールリスト 136に一致するトラフィックのポリシーを指定しま
す。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# class-map class1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-cmap)# match access-group ipv4 136

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map policy-in
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1...
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# police rate 250 mbps
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c-police)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# exit
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priority（QoS）
トラフィックポリシー内の使用可能な帯域幅の量に基づいてトラフィッククラスにプライオリ

ティを割り当てるには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで priorityコマ
ンドを使用します。以前に指定したクラスのプライオリティを削除するには、このコマンドのno
形式を使用します。

priority [level priority-level]

no priority

___________________
構文の説明

（任意）トラフィッククラスにプライオリティレベルを設定します。

レベル 1のみがサポートされます。
levelpriority-level

___________________
コマンドデフォルト デフォルトアクションはありません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン priorityコマンドは、絶対優先キューイングを提供する低遅延キューイング（LLQ）を設定しま

す。完全 PQでは、音声などの遅延に敏感なデータを、他のキューのパケットをキューから取り
出す前にキューから取り出して送信できます。

出力キューイングアクションは、8つのクラスマップのいずれかのプライオリティレベル 1をサ
ポートします。ポリサーは出力方向ではサポートされないため、プライオリティキューはすべて

の出力ポートの帯域幅を取得することができ、他のキューには帯域幅を提供しません。プライオ

リティ トラフィックをポリシングする必要がある場合、ユーザはポリサーがサポートされていた

入力方向でポリシングできます。

同じポリシーマップ内では、bandwidthコマンドおよび priorityコマンドは、同じクラスに使用
できません。これらのコマンドは、同じポリシーマップ内では一緒に使用できます。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、policy-outというポリシーマップにプライオリティキューイングを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map policy-out
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1...
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# priority level 1

The egress policy-out should have all the eight classes.

   Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けモジュラ QoS のコマンドリファレンス
48

輻輳管理コマンド

priority（QoS）



shape average
指定したアルゴリズムに従って、指示されたビットレートまでトラフィックをシェーピングする

には、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで shape averageコマンドを使用し
ます。トラフィックシェーピングを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

shape average {percent percentage | rate [ units ]}

no shape average

___________________
構文の説明

インターフェイス帯域幅をパーセンテージで指定します。値は 1～ 100の範
囲になります。

percentpercentage

指定された単位の平均的なシェーピングレート。値は 1～ 4294967295の範
囲になります。

rate

（任意）帯域幅の単位。値は次のとおりです。

• bps：1秒あたりのビット数（デフォルト）

• gbps：1秒あたりのギガビット数

• kbps：1秒あたりのキロビット数

• mbps：1秒あたりのメガビット数

units

___________________
コマンドデフォルト units: bps

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン shape averageコマンドは、出力方向についてのみサポートされています。

priorityコマンドと shape averageコマンドは同じクラス内で一緒に設定しないでください。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みqos

___________________
例 次に、トラフィックシェーピングをポート帯域幅の 50 %に設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map policy-out
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1...
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# shape average percent 50

次に、トラフィックシェーピングを 100000 kbpsに設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# policy-map policy-out
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap)# class class1...
RP/0/RP0/CPU0:router(config-pmap-c)# shape average 100000 kbps
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show policy-map interface
指定されたインターフェイス上のすべてのサービスポリシーに対して設定されている全クラスの

ポリシー情報と統計情報を表示するには、XR EXECモードで show policy-map interfaceコマンド
を使用します。

show policy-map[interface {interface type| all} interface-path-id][input| output ]

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑

問符（?）オンラインヘルプ機能を使用します。
interface type

すべてのインターフェイスを指定します。all

物理インターフェイスまたはバンドルインター

フェイス。

ルータに現在設定されているすべて

のインターフェイスのリストを表示

するには、show interfacesコマンドを
使用します。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）
を使用してオンラインヘルプを参照してくださ

い。

interface-path-id

（任意）指定されたポリシーマップおよびイン

ターフェイスの着信トラフィックのクラスごと

の統計情報を表示します。

input

（任意）指定されたポリシーマップおよびイン

ターフェイスの発信トラフィックのクラスごと

の統計情報を表示します。

output

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード XR EXECモード
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン show policy-map interfaceコマンドは、インターフェイスに追加されたサービスポリシー内のク

ラスの統計情報を表示します。

showpolicy-map interfaceコマンドは、共有クラスまたは参照されたクラスの統計情報を別々に表
示します。ポリサーのアクションを決定するには、集約された共有ポリサー統計情報を収集する

必要があります。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りqos

___________________
例 次に、出力方向にある interface TenGigE 0/1/0/0 nv上のすべてのクラスに関するポリシー統計情報

を表示する出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show policy-map interface TenGigE0/1/0/0 nv

Wed Nov 18 12:38:46.372 UTC

TenGigE0/0/0/0 output: egress_policy_shaper1

Class group_1
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 720175703/46091244992 0
Transmitted : 720175703/46091244992 0
Total Dropped : 0/0 0

Queueing statistics
Queue ID : 9
High watermark : N/A
Inst-queue-len (cells) : 0
Avg-queue-len : N/A
Taildropped(packets/bytes) : 0/0
Queue(conform) : 720175703/46091244992 0
RED random drops(packets/bytes) : 0/0

Class group_2
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 720169263/46090832832 0
Transmitted : 720153475/46089822400 0
Total Dropped : 15788/1010432 0

Queueing statistics
Queue ID : 10
High watermark : N/A
Inst-queue-len (cells) : 0
Avg-queue-len : N/A
Taildropped(packets/bytes) : 15788/1010432
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Queue(conform) : 720153475/46089822400 0
RED random drops(packets/bytes) : 0/0

Class group_3
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 720175701/46091244864 0
Transmitted : 720175701/46091244864 0
Total Dropped : 0/0 0

Queueing statistics
Queue ID : 11
High watermark : N/A
Inst-queue-len (cells) : 0
Avg-queue-len : N/A
Taildropped(packets/bytes) : 0/0
Queue(conform) : 720175701/46091244864 0
RED random drops(packets/bytes) : 0/0

Class group_4
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 720175701/46091244864 0
Transmitted : 720175701/46091244864 0
Total Dropped : 0/0 0

Queueing statistics
Queue ID : 12
High watermark : N/A
Inst-queue-len (cells) : 2
Avg-queue-len : N/A
Taildropped(packets/bytes) : 0/0
Queue(conform) : 720175701/46091244864 0
RED random drops(packets/bytes) : 0/0

Class group_5
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 720169263/46090832832 0
Transmitted : 720152985/46089791040 0
Total Dropped : 16278/1041792 0

Queueing statistics
Queue ID : 13
High watermark : N/A
Inst-queue-len (cells) : 1
Avg-queue-len : N/A
Taildropped(packets/bytes) : 16278/1041792
Queue(conform) : 720152985/46089791040 0
RED random drops(packets/bytes) : 0/0

Class group_6
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 720169439/46090844096 0
Transmitted : 720155056/46089923584 0
Total Dropped : 14383/920512 0

Queueing statistics
Queue ID : 14
High watermark : N/A
Inst-queue-len (cells) : 6438
Avg-queue-len : N/A
Taildropped(packets/bytes) : 14383/920512
Queue(conform) : 720155056/46089923584 0
RED random drops(packets/bytes) : 0/0

Class group_7
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 720175701/46091244864 0
Transmitted : 720175701/46091244864 0
Total Dropped : 0/0 0

Queueing statistics
Queue ID : 15
High watermark : N/A
Inst-queue-len (cells) : 2
Avg-queue-len : N/A
Taildropped(packets/bytes) : 0/0
Queue(conform) : 720175701/46091244864 0
RED random drops(packets/bytes) : 0/0
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Class class-default
Classification statistics (packets/bytes) (rate - kbps)
Matched : 720175701/46091244864 0
Transmitted : 720175584/46091237376 0
Total Dropped : 117/7488 0

Queueing statistics
Queue ID : 8
High watermark : N/A
Inst-queue-len (cells) : 0
Avg-queue-len : N/A
Taildropped(packets/bytes) : 117/7488
Queue(conform) : 720175701/46091244864 0
RED random drops(packets/bytes) : 0/0

showpolicy-map interfaceコマンドの出力では、インターフェイスについて表示されたポリシー
レートと実際のポリシーレートは異なります。

（注）

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 5：show policy-map interface のフィールドの説明

説明フィールド

Classification statistics

このクラスに一致したパケット数またはバイト

数。

Matched

このクラスの送信されたパケット数またはバイ

ト数。

Transmitted

このクラスのドロップされたパケット数または

バイト数。

Total Dropped

Policing statistics

このクラスのポリシーレートに適合したパケッ

ト数またはバイト数。

Policed(conform)

このクラスのポリシーレートを超えたパケット

数またはバイト数。

Policed(exceed)

このクラスのポリシーレートに違反したパケッ

ト数またはバイト数。

Policed(violate)

このクラスのポリサーによってドロップされた

パケット数またはバイト数。

Policed and dropped

Queuing statistics
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説明フィールド

このクラスのパケットのキュー番号。Queue ID

キューの最大長。High watermark (bytes)/(ms)

キューの瞬時的長さ。Inst-queue-len (bytes)/(ms)

キューの平均の長さ。Avg-queue-len (bytes)/(ms)

このキューのテールドロップされたバイト数。Taildropped (bytes)

Compression Statistics

送信されたパケットの合計数。Sent Total

送信された圧縮パケットの数。Sent Compressed

フルヘッダーで送信されたパケットの数。Sent full header

保存されたバイト数。Saved

送信されたバイトの数。Sent

パケットの元のフルサイズとパケットの圧縮さ

れたサイズの比率。

Efficiency improvement factor

このクラスのキューレートに適合するパケット

数またはバイト数。

Queue (conform)

このクラスのキューレートを超過したパケット

数またはバイト数。

Queue (exceed)
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show policy-map targets
ポリシーマップを適用するインターフェイスに関する情報を表示するには、XR EXECモードで
show policy-map targetsコマンドを使用します。

show policy-map targets [location node-id| pmap-name name| type qos [location node-id| pmap-name
name]]

___________________
構文の説明

（任意）指定した場所にポリシーマップを適用するインターフェイスに

関する情報を表示します。node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力
します。

locationnode-id

（任意）指定したポリシーマップを適用するインターフェイスに関する

情報を表示します。

pmap-namename

（任意）QoSポリシーマップを適用するインターフェイスに関する情報
を表示します。これがデフォルトのタイプです。

type qos

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの QoSポリシータイプは QoSです。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン QoSポリシーを変更している間の短期間、変更するポリシーを使用するインターフェイスでは、

有効なポリシーがない状態が生じることがあります。このため、同時に最小限のインターフェイ

スに影響するQoSポリシーを変更します。showpolicy-map targetsコマンドを使用して、ポリシー
マップの変更時に影響を受けるインターフェイスの数を特定します。

サポートされていないポリシーマップがオフロードされると、「policy is not offloaded」という警
告メッセージが表示されます。ただし、showpolicy-mapコマンドは、インターフェイスでサポー
トされていないポリシーマップエントリを表示します。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りqos

___________________
例 次の例では、TenGigabitイーサネットインターフェイスにはメインポリシーとして追加されたポ

リシーマップが 1つあります。このインターフェイスの発信トラフィックは、ポリシーが変更さ
れた場合、影響を受けます。

RP/0/RP0/CPU0:router# show policy-map targets

Wed Nov 18 12:39:08.829 UTC
1) Policymap: egress_policy_shaper1 Type: qos

Targets (applied as main policy):
TenGigE0/0/0/0 output
TenGigE0/0/0/8 output

Total targets: 2

Targets (applied as child policy):
Total targets: 0
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show qos-ea interface
インターフェイスの内部プログラミング情報を表示するには、XR EXECモードで show qos-ea
interfaceコマンドを使用します。

show qos-ea interface type interface-path-id{input | output}{detail} interface-type
interface-path-id[locationinterface-path-id]

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。

範囲は 1～ 32768です。

type

物理インターフェイスまたはバンドルインターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘル
プを参照してください。

interface-path-id

入力方向に適用するポリシーを参照します。input

出力方向に適用するポリシーを参照します。output

詳細な出力を表示します。detail

（任意）ノードの場所を指定します。location

___________________
コマンドデフォルト なし。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りqos

___________________
例 次に、TenGigabitイーサネットインターフェイスの QoS情報を表示する出力の例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router # show qos-ea interface tenGigE 0/0/0/0 output
Wed Nov 18 12:36:36.130 UTC
Interface: TenGigE0_0_0_0 output policy: egress_policy_shaper1
Total number of classes: 8
Total number of UBRL classes: 0
Total number of CAC classes: 0
-------------------------------------------------------
Policy name: egress_policy_shaper1
Hierarchical depth 1
Interface type TenGigE
Interface rate 10000000 kbps
Port Shaper rate 0 kbps
Interface handle 0x08000038
ul_ifh 0x00000000, ul_id 0x00000080
uidb index 0x0006
qos_ifh 0x108000800006
Local port 0, NP 0
Policy map id 0x0000, format 0, uidb index 0x0006
-------------------------------------------------------
Index 0 Level 0 Class name group_1 service_id 0x0 Policy name egress_policy_shaper1
Node flags: LEAF Q_LEAF
Stats flags: Queuing enabled
Node Config:
WFQ: BW/Sum of BW/Excess ratio: 0kbps/0kbps/20
Queue limit 250000 Guarantee 0
Node Result: Class-based stats:Stat ID 0xCC000009
Queue: Q-ID 0x00000009 Stat ID(Commit/Excess/Drop): 0xF0000009/0x00000000/0xF8000009
-------------------------------------------------------
Index 1 Level 0 Class name group_2 service_id 0x0 Policy name egress_policy_shaper1
Node flags: LEAF Q_LEAF
Stats flags: Queuing enabled
Node Config:
WFQ: BW/Sum of BW/Excess ratio: 0kbps/0kbps/2
Queue limit 25000 Guarantee 0
Node Result: Class-based stats:Stat ID 0xCC00000A
Queue: Q-ID 0x0000000a Stat ID(Commit/Excess/Drop): 0xF000000A/0x00000000/0xF800000A
-------------------------------------------------------
Index 2 Level 0 Class name group_3 service_id 0x0 Policy name egress_policy_shaper1
Node flags: LEAF Q_LEAF
Stats flags: Queuing enabled
Node Config:
WFQ: BW/Sum of BW/Excess ratio: 0kbps/0kbps/12
Queue limit 150000 Guarantee 0
Node Result: Class-based stats:Stat ID 0xCC00000B
Queue: Q-ID 0x0000000b Stat ID(Commit/Excess/Drop): 0xF000000B/0x00000000/0xF800000B
-------------------------------------------------------
Index 3 Level 0 Class name group_4 service_id 0x0 Policy name egress_policy_shaper1
Node flags: LEAF Q_LEAF
Stats flags: Queuing enabled
Node Config:
WFQ: BW/Sum of BW/Excess ratio: 0kbps/0kbps/30
Queue limit 375000 Guarantee 0
Node Result: Class-based stats:Stat ID 0xCC00000C
Queue: Q-ID 0x0000000c Stat ID(Commit/Excess/Drop): 0xF000000C/0x00000000/0xF800000C
-------------------------------------------------------
Index 4 Level 0 Class name group_5 service_id 0x0 Policy name egress_policy_shaper1
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Node flags: LEAF Q_LEAF
Stats flags: Queuing enabled
Node Config:
WFQ: BW/Sum of BW/Excess ratio: 0kbps/0kbps/2
Queue limit 25000 Guarantee 0
Node Result: Class-based stats:Stat ID 0xCC00000D
Queue: Q-ID 0x0000000d Stat ID(Commit/Excess/Drop): 0xF000000D/0x00000000/0xF800000D
-------------------------------------------------------
Index 5 Level 0 Class name group_6 service_id 0x0 Policy name egress_policy_shaper1
Node flags: LEAF Q_LEAF
Stats flags: Queuing enabled
Node Config:
WFQ: BW/Sum of BW/Excess ratio: 0kbps/0kbps/2
Queue limit 25000 Guarantee 0
Node Result: Class-based stats:Stat ID 0xCC00000E
Queue: Q-ID 0x0000000e Stat ID(Commit/Excess/Drop): 0xF000000E/0x00000000/0xF800000E
-------------------------------------------------------
Index 6 Level 0 Class name group_7 service_id 0x0 Policy name egress_policy_shaper1
Node flags: LEAF Q_LEAF
Stats flags: Queuing enabled
Node Config:
WFQ: BW/Sum of BW/Excess ratio: 0kbps/0kbps/26
Queue limit 325000 Guarantee 0
Node Result: Class-based stats:Stat ID 0xCC00000F
Queue: Q-ID 0x0000000f Stat ID(Commit/Excess/Drop): 0xF000000F/0x00000000/0xF800000F
-------------------------------------------------------
Index 7 Level 0 Class name class-default service_id 0x0 Policy name egress_policy_shaper1

Node flags: LEAF Q_LEAF DEFAULT DEFAULT-ALL
Stats flags: Queuing enabled
Node Config:
WFQ: BW/Sum of BW/Excess ratio: 0kbps/0kbps/6
Queue limit 75000 Guarantee 0
Node Result: Class-based stats:Stat ID 0xCC000008
Queue: Q-ID 0x00000008 Stat ID(Commit/Excess/Drop): 0xF0000008/0x00000000/0xF8000008
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show qos interface
特定のインターフェイスの QoS情報を表示するには、XR EXECモードで show qos interfaceコマ
ンドを使用します。

show qos interface interface-name {input| output}[location node-id]

___________________
構文の説明

インターフェイス名。ルータの構文の詳細につ

いては、疑問符（?）を使用してオンラインヘ
ルプを参照してください。

ルータに現在設定されているすべて

のインターフェイスのリストを表示

するには、show interfacesコマンド
を使用します。

（注）

interface-name

指定したポリシーマップを入力インターフェイ

スに付加します。

input

指定したポリシーマップを出力インターフェイ

スに付加します。

output

（任意）指定したノードの詳細な QoS情報を
表示します。node-id引数は、rack/slot/module
の形式で入力します。

locationnode-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン show qos interfaceコマンドは、インターフェイスに追加されたサービスポリシー内のすべてのク

ラスの設定を表示します。
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このコマンドを使用して、ハードウェア内にプログラミングされた実際の値を police rateコマン
ドのアクションキーワードにより確認します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りqos

___________________
例 次に、TenGigEインターフェイスの QoS情報を表示する出力の例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show qos interface tenGigE 0/0/0/0 output

Wed Nov 18 12:40:49.404 UTC
Interface: TenGigE0_0_0_0 output
Bandwidth configured: 10000000 kbps Bandwidth programed: 10000000 kbps
ANCP user configured: 0 kbps ANCP programed in HW: 0 kbps
Port Shaper programed in HW: 0 kbps
Policy: egress_policy_shaper1 Total number of classes: 8
----------------------------------------------------------------------
Level: 0 Policy: egress_policy_shaper1 Class: group_1
QueueID: 9 (Priority Normal)
Committed Weight: 0 Excess Weight: 20
Bandwidth: 0 kbps, BW sum for Level 0: 0 kbps, Excess Ratio: 20
----------------------------------------------------------------------
Level: 0 Policy: egress_policy_shaper1 Class: group_2
QueueID: 10 (Priority Normal)
Committed Weight: 0 Excess Weight: 2
Bandwidth: 0 kbps, BW sum for Level 0: 0 kbps, Excess Ratio: 2
----------------------------------------------------------------------
Level: 0 Policy: egress_policy_shaper1 Class: group_3
QueueID: 11 (Priority Normal)
Committed Weight: 0 Excess Weight: 12
Bandwidth: 0 kbps, BW sum for Level 0: 0 kbps, Excess Ratio: 12
----------------------------------------------------------------------
Level: 0 Policy: egress_policy_shaper1 Class: group_4
QueueID: 12 (Priority Normal)
Committed Weight: 0 Excess Weight: 30
Bandwidth: 0 kbps, BW sum for Level 0: 0 kbps, Excess Ratio: 30
----------------------------------------------------------------------
Level: 0 Policy: egress_policy_shaper1 Class: group_5
QueueID: 13 (Priority Normal)
Committed Weight: 0 Excess Weight: 2
Bandwidth: 0 kbps, BW sum for Level 0: 0 kbps, Excess Ratio: 2
----------------------------------------------------------------------
Level: 0 Policy: egress_policy_shaper1 Class: group_6
QueueID: 14 (Priority Normal)
Committed Weight: 0 Excess Weight: 2
Bandwidth: 0 kbps, BW sum for Level 0: 0 kbps, Excess Ratio: 2
----------------------------------------------------------------------
Level: 0 Policy: egress_policy_shaper1 Class: group_7
QueueID: 15 (Priority Normal)
Committed Weight: 0 Excess Weight: 26
Bandwidth: 0 kbps, BW sum for Level 0: 0 kbps, Excess Ratio: 26
----------------------------------------------------------------------
Level: 0 Policy: egress_policy_shaper1 Class: class-default
QueueID: 8 (Priority Normal)
Committed Weight: 0 Excess Weight: 6
Bandwidth: 0 kbps, BW sum for Level 0: 0 kbps, Excess Ratio: 6

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。
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表 6：show QoS interface のフィールドの説明

説明フィールド

16進数形式のレベル 0クラスの ID。Level 0 class

16進数形式のレベル 1クラスの ID。Level 1 class

classコマンドでこのクラスに割り当てた名前。class name

送信済みの適合パケットの数。Conform

設定されたバーストサイズ。バイト、ギガバイ

ト（GB）、キロバイト（KB）、メガバイト
（MB）、ミリ秒（ms）、またはマイクロ秒
（us）で表現されます。

Burst

キュー ID。Queue ID

帯域幅の重み付け。Weight
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